
 

 
  
 

シリーズ化し、各事業所における意思決定支援の取り

組みを紹介しています。今回は、「ともいき宝池和順」

の取り組みを紹介します。 

 

 

みんないろいろ 
 

ともいき宝池和順は現在36名の方が利用され、そ

れぞれが、徒歩や公共交通機関、ご家族の送迎等、

自分の通いやすい方法で和順に通所している為その

方法は様々です。以前は電車での通所をしていた方

が、電車利用時の外的な刺激が嫌になり、「電車に

乗るくらいなら歩いたほうが気軽に和順に行ける」

との事で片道４キロほどを徒

歩で毎日通っている方や、最

初はご家族が付き添い徒歩で

通所していましたが、職員が

途中まで行き帰りの見守りを

しながら何年かすると道を覚

え、危険回避の方法を学び一

人でも通所出来るようにな

り、今では一人で通所する事

が自信となっている方もいま

す。ご家族の送迎で通所され

ている方も、途中から歩くよ

うにして、駅から来る利用者

さんと一緒に和順に来られる方、多少天候が悪くて

も最寄りのバス停まで2キロほど歩き、バスで通所

している方、自身の健康管理の為に徒歩で通所する

など通所の方法やその理由は様々です。 

それぞれの利用者さんが和順へ行く事に意欲を持っ

て、頑張って通所しています。

電車に乗り遅れた時もあり駅員

さんに聞き次の電車できちんと

通所出来たり、気が付けば知ら

ない場所に着いてしまい、バス

会社に頼んで事業所に電話して

もらったりとイレギュラーな事

態に対しても対応できる力がい

つの間にかついていて、驚いた

こともありました。通所方法を

決めるためには、個々に一番合

った方法をご本人ご家族と

話合い決めていきますが、

やはりいろいろなリスクを

伴うため、事業所として、

緊急時の対応もある程度考

えておく必要があります。

緊急の連絡方法も個々にあ

り、緊急用のカードを提示

するようにしている方や、

携帯電話の使い方を練習

し、ワンプッシュボタンで

連絡できるようになった方

もいらっしゃいます。その

中で心強いのは地域の方が

毎日通う姿を見て声をかけ

てくれ、あたたかく見守っ

てくださっている事です。それぞれ利用者さんがご

家族や地域の方に支えられながら、長い時間をかけ

いろいろ試し、自分なりの通所方法を見つけた結

果、今の通所の方法にたどり着いたと思います。和

順へ通所するために、自分が良いと思う方法を何度

も試みて、失敗しながら

も力をつけ、選択肢を増

やし決めていく事が大切

なのだと利用者さんを見

て感じます。これからも

個の力をつけるお手伝い

をしながら、いろいろな

面で選択できる環境を整

え自分らしく生活出来る

ように支援を考えていけ

ればと思います。 

（失敗とはうまくいかない方法を発見したこと 

 トーマス・エジソン） 
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1時間かけてバスで帰ります。 

さよーならー‼ 

もう少しで和順到着！ 

今日も一日がんばるぞー 

雨がたくさん降らないうちに、 

気をつけて帰ります。 

歩幅をあわせて、 

呼吸をあわせて 

電車で通所 他のお客さんも

いるから荷物は膝に。 

今日もがんばった。 

疲れたー ねむくなりそう。 

さあ帰るぞー。イエ～イ‼ 
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ともいきライフ住吉では、日々の支援で様々な 

取り組みをしています。 

今回は利用者さんの希望で５月７日に調理実習

を行った様子をお伝えします。 

おしらせとおねがい 

いつも味遊カフェをご利用頂きありがとうございます。たくさんの方に楽しんで頂き 

スタッフ一同嬉しく思っております。さて、令和６年度に入り、４月から都合によりパンの 

販売日を火曜・木曜のみとさせて頂いております。 

また、５月より材料・光熱費の高騰により販売価格を値上げ・数量の変更をさせて頂きました。 

詳細は、味遊カフェまでお問い合わせください。 

ご迷惑おかけいたしますが、何卒ご理解頂きますようよろしくお願い致します。 

 クッキー コーヒークッキー小 160円 ごま・くるみクッキー小 150円 

 パウンド カット 200円 ホール 1,350円  コーヒー 各種値上がり（ご確認ください） 

味遊カフェニュース 

〈今回のメニュー〉 

ウインナーとピーマンのコンソメ炒め 

トマトのマリネ 中華スープ 

さくらんぼゼリー 

丁寧に野菜を切ります。ゆっくり、気を付けて。 

Sさん、Tさんは炒め物の達人！ 

丁寧に、ゆっくりと具材を混ぜています。 

♩ 完成 ♫ 

いただきまーす！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ともいき宝池和順の大澤さんよりバトンを受け取りました。ともいきライフ住吉の早津誠です。 

住吉から私が暮らしている真田を見上げると、山々が青く盛り上がって春爛漫です。「カッコーが鳴いたら 

豆を播け」「黄金色に輝いたら麦を刈れ」「穂首の緑一粒で稲を刈れ」・・・田畑で何をしても天国から師匠たちの声が響いてきます。 

私が生まれて間もなく、親が東京から神奈川の田舎に引っ越したおかげで野山を駆け回って遊ぶ少年時代を過ごしました。その野山すべ

てが小学生のころに都市開発で削られた喪失の体験から、環境問題一辺倒の人生が始まりました。その流れで四半世紀ほど前、日本中世界

中の先駆的な農園を渡り歩いて教わり、地球のあらゆる問題は私たち人間が自然と調和して生かされることで解決するという結論に至りま

した。その頃から環境運動を離れ、自給自足で健康に暮らす幸せをご縁ある皆様にお伝えしています。田んぼや畑で元気に遊ぶ子どもた

ち、農や醸造を学ぶ若者たちの真剣な眼差し、醤油搾りの湯気の向こうで「昔の本物の味だ」と喜ぶお年寄りの笑顔に出会う度に、私たち

にとって根源的で永遠に変わることのない幸せを実感します。この幸せを楽しむ仲間を増やしたいです。 

とは言え、今の便利快適な社会で生きる多くの皆様にとって、江戸の古民家を改築して自給を楽しむ私の暮らしはギャップがあり過ぎま

す。日頃から様々な悩みの相談を受ける度に「こうすればもっとラクに、健康に、幸せに生きられるんだけどな～」と思いながら、言葉に

ならないこともしばしばです。そんな私がこの頃出会った幸せ伝達ツールは「自炊塾～人生が変わる3か月～」比良松道一・著です。まず

幸せの第一歩に自給より自炊の方が始めやすいと思うからです。自炊どころか、料理すべてカミさん任せの私がこの本を若者たちにプレゼ

ントしている矛盾に我ながら笑ってしまいます。それでも、この本に満載されている学生エピソードの一つ「自炊で永年のアレルギー全

快」は私の体験に重なります。母手作りの和食に育まれつつ、一方でコンビニ第一世代の私も少年、青年時代にアレルギーなど心身の不調

に苦しみ続けました。いま、自然な食を頂いて生まれ変わったような健康に恵まれています。それ以来、 

仕事や生活を問わず人生の万事を「自然か不自然か」と、自分に問いかけています。 

「自炊塾～人生が変わる3か月～」はプレゼント用にまとめ買いしてあります。どなたでもお気軽にご要望下さい。 

 

リレーコラム 

早津さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･ 

  『蓮の音こども園の 石井 綾華 さん』です。よろしくお願いします！ 

 

前回の「ともいき宝池和順 大澤 清志さん」からバトンを受け取ったのは「ともいきライフ住吉 早津 誠さん」です。 

 

   
今回は最近感じたことについて書いてみます。まず、グループホームの生活に関するトピックです。 
以前私がホーム長になったばかりの事です。利用者のMさんが勢いよく飛んできて「どこへ連れて行ってくれるの！」と大きな声

で話しかけてきました。一瞬何のことかと戸惑ったのですが、それは外出支援への期待感の発露でした。〇〇さんは「群馬サファリに
連れて行ってくれた」という情報も頂きました。利用者がホーム長に期待することの上位にランキングするのが外出の機会の提供と支
援です。それは今も変わりがないようです。中には「世話人さんの分も出すから温泉に泊まりたい」と一貫して要望を出している利用
者さんもいます。そんな中、私は月に1回程度は外食に出かけようと考えました。その結果、徒歩で行ける距離にあった回転寿司店
はいつの間にか常連客になりましたが。店舗は長続きせず、現在はスタバになっています。国道18号線の国分に至るまでの道沿いに
あるレストランや食堂にはよく行きましたが失敗もたくさん経験しました。「しゃぶ葉」では席が分かれていたこともありひとテーブ
ルの会計をし忘れ、ホームに戻ったら速攻の催促電話が来ました。安かったなあと思っていた瞬間でしたのでこれには焦りました。4
月から5月にかけてのゴールデンウイークの最終日の夜は“明日への元気を喚起する食事会”をすることにしました。ある夏の会食
後、ビールに酔ってしまったIさんが横断歩道の縁石でつま先を引っ掛けてしまい転倒し、けがをしてしまいました。帰り道にあたり
が急に暗くなってきたのも原因の一つでしたが申し訳なく思いました。 
以前、住吉寮から入居した日向さん、工藤さんという利用者さんがいました。彼女たちの生活に関する希望の一番は「温泉に行きた

い」ということでした。それからメンバーは入れ替わりましたが温泉外出は今に至るまで続いている外出支援です。上小地域や東御
市、千曲市、坂城町、立科町まで広く温泉を渡り歩いてきました。今年の6月には坂城町のばら祭りを見学して、千曲市の白鳥園へ
行く計画を立てています。白鳥園と言えば戸倉温泉の入り口で、私が小学生のころには大きな観覧車もある一大リゾート施設でした。
余談ですが、当時は女湯と男湯の境に魚の水槽があって、その下は空洞になっていて潜れば行き来ができました。私はいつの間にか潜
水が一番得意になったのです。漁夫の利です。   ＊集合写真は前回に出かけた真田町の「十福の湯」の団体サービスで、玄関でのお出迎えシーンです。 

 
この写真を見ていて久しぶりに「おもてなし」という言葉を身近に感じました。前回も引用した信毎 

の「建設評」（読者投稿欄5・14）に次のような投書がありました。「おもてなしは…思いやりや喜びを 
与えることを意味するのだそうです。それはお客さまの心に寄り添わなければできません。本当に相手 
に寄り添う時に生じる心のふれあいこそが、おもてなしの醍醐味の気がします。」 
私たちは利用者の課題行動に向き合う度に、自分の態度が厳しくなっていくことに気づいています。 

反面、温かい心で接したい気持ちもあるので葛藤を起こし、共感疲労などのストレスを感じるのです。 
このような経験を繰り返すことで、自分と自分の傾向を知り、共感的理解という福祉本来の関わりを方 
を学んでいくのだと思います。4月の広報委員会の席上、滝澤専門員が「意思決定支援の取り組みは深 
めていけばいくほど、又意思表示が難しいと思われ、課題を多く背負っている利用者に心を開いていくほどに支援者としての醍醐味を
感じる」とお話になり素晴らしい境地だと感銘しました。明照会ニュースで特集している各施設・事業所での取り組みを知って、みん
なの力にしていきましょう。 
最近、福祉の現場でもカスハラの存在が取り上げられるようになりました。買物に出向いたスーパーTのレジで男性の怒鳴り散らす

声が聞こえ周りにいた買い物客もびっくりするような光景に出会いました。レジで買い物袋についてもめた様子で、男性は段ボール箱
を用意していたのにレジ袋を案内されたようでした。レジ係の方は固まってしまっていましたが男性の気持ちは収まらないようでし
た。客としては「段ボールあるからいいよ」と言えばそれで通じる話だと思うのですが、心に不満などを抱えていたり、イライラして
いる時は瞬間的にカッとなってしまうのも人の傾向です。自分の経験としても理不尽だと思う説明や対応をされたときに切れそうにな
ったことがあります。怒りを飲み込むのは立ち止まる勇気がいるので本当に苦しいのです。いまやストレス社会、心の健康が最も求め
られる時代だといってよいでしょう。法人の「心の健康づくり計画」を読ませていただきました。「職員全員が心の健康問題について
理解し、それぞれの役割を連携して果たせるようにする」という目的を達成するために、セルフケアについてはしっかり学びたいと思
いました。今回文字数が多くなり恐縮ですが、このニュースが皆さんの架け橋になってくれるよう願っています。 

道標（みちしるべ） 
グループホーム職員 木下文夫 

 



新しい職員の皆さんにお聞きしました。 
①好きな食べ物  ②自分を動物に例えると･･･  ③頑張りたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年度、広報委員長を務めます大野政博です。今年１年よろしくお願いします。 

早いもので桜の時期もあっという間に過ぎ去って、梅雨の時期に入ろうとして 

います。みなさんいかがお過ごしでしょうか？今年は、３年に１度の報酬改定があった

り、新田施設建設があったりと目まぐるしく動いていきます。 

皆さん、身体に気をつけて頑張っていきましょう。（大野） 

 

  
 

湯本 綾乃 
① ソフトクリーム 店員さ

んが巻いてくれるのが好き。 

② カピバラ のんびりして

いるところが似てるかな… 

③ 笑顔を心がけ、利用者
さんと仲良く過ごしたい

です。 

 

春原 忠治 

① お肉 

② ねこ 

③ 通所の方を安全に

送迎する事。 

 

 依田美土里 

① 雪苺娘 

② たぬき 動物占いより

③ 皆さんが健康で笑

顔で過ごせるよう頑

張りたいです。 

 綿貫 梨花 

① 焼き魚 

② くま 

③ 子育てと仕事の両

立を頑張りたいで

す！！ 

 

田村ゆかり 

① モチモチ系なら何でも 

② ナマケモノ

③ 頑張らないで生き

ること。 

荻原 秀明 

① お寿司 

② 犬 

③利用者の皆さんが笑

顔で過ごせるように

日々 、支援していきた

いです。 

 田村 晃久 

① ごはん、野菜 

② イヌ 

③ 利用者さんの笑顔

が増えるような支援

をしていけるように

なりたいです。 

 関 小百合 

① いちご、焼肉

② うし 

③ 安全、安心に心がけ

利用者さんの生活の

お手伝いを笑顔でし

て行きたいです。

 

  栗林 麻梨子 

① 餃子 

② 猫 マイペースなので 

③ 一人ひとりの思い

を大切にし“ほっと”

できる存在を目指し

ます❕

 宮下 朝妃 

① 白米 

② コアラ 

③ 体調管理に気を付

け、周りを見て自分

のできる事を増やし

ていく。 

 
平野 智晴 

①キノコ料理 

② ペンギン 

③ 思わず笑顔になっ

てしまう支援をし続

けていきたいです！ 

竹内 葵子 

①うどん 

② イルカ 

③ 子どもたちに負け

ないくらい、笑顔で

毎日過ごしたいで

す！ 

 西澤 佑衣 

①山菜 

② おこじょ 

③ 1年目ですが先輩

方を頼りながら私ら

しく笑顔で頑張りま

す。 

 木村 結 

①いちご 

② ねこ 

③ 早く仕事を覚えて

先輩方と同じレベル

で動けるようになり

たいです。 

 

 

市村 忠寛 

① お寿司 

② トド 

③ 毎日を心穏やかに

健康的に過ごす事。 

 土屋 明美 

① たこ焼き 

② ナマケモノ 

③ 体力、精神力をもっ

て作業工程を一つで

も多くできるよう頑

張りたい。 

 
横井 真未 

① ラーメン
② ねこ 
③ 一人ひとりの利用者
様に寄り添えるナー
スになれるよう頑張
ります！ 

 臼井奈津江 

① アイス 

② ペンギン 

③ 明るく・元気に・ 

一所懸命頑張りた 

いです。 

 

https://ueda-mei 
shoukai.or.jp/ 

今すぐホームページをチェック！ ⇒ 


